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１．研究の背景と目的

　ブラジルは1980年代の長引く経済停滞によ

り，入移民の国から出移民の国へと転換した。

ブラジル政府による在外ブラジル人への政策は

2000年代中ごろから本格的に策定され始め，

現在はブラジル人コミュニティ代表がそれぞれ

の国で選出され直接政府に働きかけるシステム

ができるなど，保護政策が充実してきている。

　このようなブラジル政府の対応に連動するか

のように，在外ブラジル人の子どもたちにポル

トガル語を継承するための各国各地の組織が芽

吹き，時を同じくして急速に発達してきた

SNSの力を借りながらその連帯を拡大してい

る。

　本研究は，欧米におけるブラジル移民第二世

代に対する「継承語としてのポルトガル語」

（Português como Língua de Herança，以下

PLH）教育実践者が，この活動を通して子ど

もたちに何を伝えたいのか，彼女らはなぜその

ような活動を始めたのか，そして彼女らを連帯

へと突き動かすものは何か，といったことにつ

いて，「移住者である」こととの関連を中心に

考察する。出身国の言語や文化を介した移住者

のつながりは，誰にどのような資産をもたらし

ているのか。その受益者はどこまで広がるのか。

本研究はこのような疑問から出発している。

　ここで，本稿で使用する用語の定義について

いくつか確認しておきたい。まず「継承語」に

ついてである。継承語は移民第一世代から第二

世代へといったように先の世代から後の世代に

継承される言語であるが，その運用能力を問わ

れるというよりは（庄司 2010, 12），「継承され

る」価値が重視されるという意味において「母

語」とは異なり適用範囲が広い。つまり，母語

と同義の場合もあれば，異なることもある。本

研究においては，調査対象者が「継承語として

のポルトガル語」教育実践者であると自称して

いることもあり，「継承語教育」という用語を

使用する。次に「資産性」という用語について

確認したい。「資産」については「一般に，特

定の実体によって所有されていて，その実体に

とって有用性を有する物財および権利で貨幣価

値のあるもの」（世界大百科事典 2005, 211）で

あったり，「金銭や土地・家屋・証券などの財産」

（大辞林 1988, 1049）であったりし，経済的価

値のあるものととらえられている。母語，外国

語にかかわらず，言語はその種類よって違いは

あるものの，経済活動への参加に不可欠なツー

ルでもあることに異論はないであろう。その意

味で「言語資産」という用語には妥当性がある。

個人が複数の言語資産を有する点に関し，グ

ローバル化の進む現代社会にあって「日本も（中

略）日本語を守ると同時にマルチリンガルな人

材を人為的に増やす施策が必要である」と指摘

されているように（中島 2010, 4），個人の複言

語化が社会にとっても必要であることが認識さ

れている。社会に相応の「利益」をもたらす可

能性があるからである。つまり，「社会が多言

語の存在（すなわち社会的な多言語能力）と個
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人の多言語能力を資産として捉えること」（庄

司 2010, 37）が求められているのだ。経済的価

値を持つものが「資産」として認識されている

が，本稿では「資産」という用語の使用に際し，

経済的な価値だけにとどまらない，それを有す

ることで他の新たなものを手に入れる可能性を

持つもの，つまり，貨幣が持つ「有用なものを

手に入れるためのツール」ととらえ，「資産性」

をそうした性質を有するものとする 1。

　上記の中島（2010）や庄司（2010）において

は実際に役立つ言語力そのものの資産性を指し

ていると思われるが，本研究では，教育実践者

（移住者本人）にとって，継承語を教えるとい

う行為やこの行為を共通項として形成される連

帯がもたらす価値の「資産性」について焦点を

当てるものである。

２．先行研究と本研究の意義

　移住者子弟の母語・継承語教育に関する研究

はこれまで数多く蓄積されてきた。海外在住の

日本人の子どもたちに向けた継承語としての日

本語教育に関するものはもちろんのこと，日本

においても在日コリアンの教育に関する研究を

中心に定着してきた。また，2007年に在留外国

人国籍者数第一位となった中国につながる子ど

もたちの継承語教育については高橋（2009）に

詳しい。1990年の改正入管法施行以降は南米

出身者の子どもたちが急速に増加したが，特に

ブラジルにつながる子どもたちの母語・継承語

については，ポルトガル語を教授言語として学

ぶブラジル人学校の研究をはじめ（ブラジル人

学校の研究動向については拝野 2016b），家庭

で覚える言葉を補完的に学ぶ教室についても散

見されるようになった（例えば松本 2005）。ま

た塚原（2010）は，南米系コミュニティにおい

てブラジル人を含む教育関係者に母語維持に関

するアンケート調査を実施して母語維持の重要

性が認知されていないことを明らかにした上

で，研究者の関わりの重要性を指摘した。日本

においてPLH研究についてもこのように散見

できるようになったとはいえ，ここ数年の世界

的なPLH研究の広がりには追い付けていない。

PLH教育は特にアメリカや欧州において増加

が著しく研究も深まりを見せており，PLH教

育の意義や内容，カリキュラムなどについても

具体的に議論され始めている（Chulata 2015, 
Jennings-Winterle & Lima-Hernandes 2015, 
Souza 2016など）。これらの研究は教育機関や

教員，保護者，子どもたち自身を対象としてい

るものが多い。

　本研究はPLH教育に携わる実践者に焦点を

当てたものであり，さらに国境を超えた継承語

教育実践者の連帯を扱うという意味において新

規性を持つ。それに加え，欧米在住ブラジル人

移民第二世代の継承語教育を扱うことで，在日

ブラジル人との将来的な比較研究も可能となる

ため，日本における移住者の母語・継承語教育

に関する議論に対しても有意な知見の獲得が期

待できる。

　一方，本稿の調査対象である教育実践者，つ

まりブラジル人女性移住者に関する先行研究に

ついて見てみると，突出しているテーマは彼女

らの就く職業，具体的には女性性に割り当てら

れた家事労働（メイドや掃除婦）と性産業であ

る（Assis 2014, DeBiaggi 2001など）。米国や

欧州において浸透している，「性的魅力があり

つつも，家事や母親業を大切にする」といった

ブラジル人女性移住者のイメージは，国際結婚

市場において彼女らに有利に働いている

（Piscitelli 2008）。継承語教育自体も「母親の

役割」であると認識されることが多く，今回の

調査対象者の多くも「母親」である。しかしな

がら，彼女らは母親であることだけを理由に継

1 「資産」の用語について例えば勝山（2011）は，ひきこもりの経験を「資産」としてとらえ，そ
の経験を語ることを「資産運用」として，同じ苦しみを味わう人に役立つ情報への価値転換を推
奨している。
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承語教育に携わっているわけではない。PLH
教育を「母親業」に収束させてしまうと，それ

が彼女らにもたらす資産性を見誤ってしまう。

それを避けるためにも，調査結果の考察を通し

て様々な角度からPLH教育に携わることが教

育実践者≒ブラジル人女性移住者に何をもたら

しているのかを検証することで，これまでにな

いブラジル人女性移住者像を提示したい。

３．研究方法

　本研究のデータの多くは，２つのPLH教育

支援者の集いで得たものである。１つは2015

年５月，ニューヨークのPLH教育支援団体

Brasil em Menteが開催した会議で，米国内外

から45名が集結した2。もう１つは同年10月に

ELO EUROPEUが主催し，在欧PLH教育実

践者が18カ国から76名が集ったセミナーであ

る 3。いずれの集いにおいても，各国でブラジ

ル人の子どもたち（教室によってはポルトガル

人などを含む）を対象としたPLH教育に直接

携わる人々が自らの教育法や教材，カリキュラ

ムなどについて発表し，活発に意見が交換され

た。考察にあたっては，各イベントでの発表内

容に加え，主催者の許可を得て筆者が10月の

セミナー最終日に参加者を対象として行った質

問紙調査（40枚配布， 30枚回収。回収率75％）

のデータも用いる。また，このセミナーの終了

直後に立ち上げられた参加者向けのSNSのグ

ループ内で交換されている意見についても，個

人を特定せず，なおかつおおまかな傾向を指摘

する目的で使用することとする。

４．PLH教育の普及

　1980年代の経済状況の著しい悪化により，

多くのブラジル人が国外に移動した。その行き

先は，米国，隣国パラグアイ，日本の順で多く，

欧州各国がそれに続いている。日本については，

1990年代後半にブラジル人の母親たちによる

ポルトガル語教室が集住地を中心に開かれ始め

ブラジル人学校に発展していくと，1999年には

ブラジル教育省が正規の在外ブラジル人学校と

してこられの学校を認可していった。

　一方，米国や欧州向けの移住は1990年以前

に始まっているが，日本にあるような正規のブ

ラジル人学校の設立には至っていない。その理

由として，在留国の公立学校における継承語教

育の導入，合法か非合法かといった移住者の滞

在資格による移住戦略の異なり，主流言語とポ

ルトガル語の言語的差異の有無などが考えられ

る（米国に関する考察は拝野2009を参照）。し

かしながら2010年以降，正規の学校設立には

至らないものの，米国や欧州では急速にPLH
教育が注目されるようになった。そこには，新

興経済国としてのブラジルの台頭があったが

（Costas 2012），Moroni（2015）はその要因と

して，ブラジル政府による在外ブラジル人政策

の開始，各国におけるPLH教室の相次ぐ設立，

SNSの発達による情報の共有の３点を挙げて

いる（詳細は拝野2016a）。この３点に加えて

特筆すべきは，Moroni（2015, 48-49）も言及

し今回の調査でも明らかになった，教育支援者

の対面交流によるネットワークの形成である。

　次項では，ネットワークを構成する教育実践

者のプロフィールや彼女らがPLH教育に携わ

るようになった動機などに関し，アンケート結

果や会議での発言，SNSグループ内でのやり

とりなどを分析していく。

2 2009年に設立された。Brasil em Mente 公式HPを参照のこと。
3 2013年に設立された，欧州に所在するPLH教室の連合体。ELO EUROPEU公式HPを参照の

こと。
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５．調査結果

　10月の集いで配布した質問紙では，（1）PLH
教育に携わる動機，（2）PLH教育を通して子ど

もたちに何を伝えたいのか，（3）PLH教育を進

める上での困難，（4）地元の学校との連携の有

無，（5）ブラジル人学校設立に関する意識の５

点について尋ねた。本項では，本研究に直接関

連する（1）～（3）の回答を考察の対象とする。ま

た，それぞれの回答を裏付けるような会議中の

発言や事例についても提示する。

５．１　PLH教育に携わる動機

　質問（1） PLH教育に携わる動機に関する記

述式の回答からは，①我が子への教育の必要性

（15名），②自らのキャリアを活かす（８名），

③ブラジル人コミュニティに属する子どもたち

のため（10名），④在留国に言語文化を広める

ため（２名）という４つのキーワードが検出さ

れた。

　「①我が子への教育の必要性」は回答者の半

数に上る。継承語教育は母親が担うものとの認

識は，５月の会議においても「仕事が多忙で不

在がちな夫」が引き合いに出されながら，広く

参加者に共有されていた。また，国際結婚家庭

の場合，PLH教育はポルトガル語話者である

母親が担当せざるを得ない。

　直接尋ねてはいないが，参加者の多くは30

歳代から40歳代前半と思われる。子どもの出

産や幼児期に入ったことを契機に数年前から

PLH教育を始めた人が多いことからも，年齢

層に関する推測は概ね妥当と思われる4。以下，

子どもの誕生をきっかけにPLH教育を始めた

参加者の事例を提示したい。

○ドイツ在住のAさんの事例

　「教室はLさんと私の２人で始めました。

私たちは母親です。教室にはボランティア

の父母会があります。私たちにはアカデ

ミックな知識はありません。『先生でもな

いのにどうしよう。とりあえずゲームと音

楽をやろう』と決めました。

　参加者は「ドイツ人と結婚した家族」「留

学生」「研究者」におおまかに分けられ，

現在は29家族38名（男の子26名，女の子

12名）で，３歳～ 10歳の子どもたちが集っ

ています。みな分散して住んでいますが，

今ではスタッフは８人になりました。活動

は１カ月に１回です。その他に，カーニバ

ル，フェスタ・ジュニーナ（６月祭），ク

リスマスといったイベントを開催します。

教室については，毎回父母が順番で担当し

ます。2016年に向けて，まずはNPOになっ

て活動の回数を増やします。教育法の導入

が最も遅れていると思っています。」

　「教育法の導入が最も遅れている」との発言

から，彼女が自覚する「アカデミックな知識」

の不足を補うために今回の集いに参加したこと

がわかる。

　その一方で，「みんな分散して住んでい」る

にもかかわらず，着実にスタッフを増やし「父

母が順番で（教室を）担当する」までに発展さ

せている。Aさんを始めとする中心者に共感し

た子どもたちの父母が協力的な点は他の教室に

はあまり見られないことである。この教室の活

動が当地のブラジル人在住者をつなげる結節点

になっていることをうかがい知ることができ

る。

　次に，「②自分のキャリアを活かす」に該当

する８名について考察する。①との重複は２名

である。以下，具体的な回答を見てみよう。

　・初等教育課程教員養成コースを修了し，今

でもポルトガル語を使って仕事をしていま

4 約20年前からPLH教育を実践している参加者も１名おり，２つの集いではいずれもアドバイザー
のような役割を担っていた。
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す。子どもはいません。

　・フランス語学とポルトガル語学を修めまし

た。ミュンヘンでは大人を対象にポルトガ

ル語を教えています。私の今の活動分野を

広げたいと思っています。

　・応用言語学と言語教育を修めました。私の

息子が私のようにポルトガル語を話せるよ

うになってほしいのです。

　・私は言語療法士で，スイスでも言語に携

わった仕事をしたいと思っています。

　・私は継承語の研究者で，自分の国の文化や

言語を教えるのが大好きです。

　このような高学歴とキャリア志向は，言語教

育を専門とする次のJさんの事例からもわか

る。

○オランダ在住のJさんの事例

　Jさんはバイリンガル教育の専門家で，

ブラジルで大学を卒業してから世界を旅し

て，オランダのバイリンガル教育が最も優

れていると考えて滞在した。ブラジル帰国

後，オランダ人と結婚してオランダに再渡

航した。オランダに戻った時に，ブラジル

人の子どもたちがブラジル人らしさ

（brasilidade）を全く失っていることに

衝撃を受け2015年に教室を開いた。現在

（2015年10月の発表時点）授業は月に１

回だが， 2016年１月から毎週土曜日に３時

間の教室を開く予定である。彼女自身は今

も地域のバイリンガル学校で英語を教えて

いる。

　Jさんのような高いキャリア志向は欧州在住

者に限らない。米国在住者が多数を占めた５月

の集いの参加者をみても同様の傾向がある。例

えば5月の集いを主催したFさんは言語学の修

士で，PLH教材の出版社を経営している。他

にも，自らが駐在員家庭の子女として米国に移

住した女性，ブラジルでは英語教師で米国では

ポルトガル語教師の女性，大学教員，修士号を

持つ駐在員夫人，PLH教育をテーマに米国の

大学の博士課程で学ぶ女性，ブラジルの大学に

所属しPLH教育をテーマに博士論文を執筆中

の女性などがいた。欧州からの参加者にも，夫

は多国籍企業勤務で自らも国際関係学修士号を

持つ女性など，高い学歴と階層性を見出すこと

ができる。

　左記のJさんも含めて「③在留国（地）のブ

ラジル人コミュイティに属する子どもたちのた

め」と回答したのは10名である。次の回答に

もみられる①との重複者は３名いる。

　・私はブラジル人だから，息子や生徒たちに

ブラジル文化を伝えたい。私のルーツを伝

えたいのです。

　移住先のブラジル人の子どもたちがポルトガ

ル語を失っている状況を危惧して教室を開設

し，地域との交流も果たしているのが以下の

Mさんの事例である。

○スロベニアのMさんの事例

　「教室を始めて２年になります。ブラジ

ル人の子どもたちがポルトガル語を話せな

かったことに衝撃をうけて，何かしなけれ

ばと思いました。まずはブラジルの行事か

ら始めて，親を惹きつけました。実績を

作ってから，ブラジル大使館に助けを求め

ました。子ども向けのプログラムに熱心な

大使だったので，話がはやかった。大きな

転換点となったのは，地元の子どもたちを

イベントに招いたことです。これがきっか

けで，私自身がスロベニアの学校でブラジ

ルの紹介をするなど交流が進みました。」

　周囲のブラジル人の子どもたちがポルトガル

語を話せないのは親のPLH教育への無関心に

よるものと理解した彼女は，「ブラジルの行事」

を餌にして親を説得し始めた。小さな実績を積

み重ねて大使館の支援を得る中で，地域との交

流も実現している。

　Mさんは地域との交流を副次的な成果とと
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らえているが，「地域との交流」を通して「④

在留国に言語文化を広めるため」にPLH教室

を始めた人々もいる。④については２名が該当

したが，そのうちの１名はポルトガル人で欧州

にポルトガル文化を広めるためと回答した。も

う１名は「自分が住む場所にブラジルの文化や

伝統を少しでも持ち込みたい。そして，それが

この国のよりよい変化につながる」と回答した。

５月の会議では，スイスからの参加者がスイス

在住のブラジル人が自らブラジル人であること

を誇りに持ちそれを子どもに伝えていけるか，

スイス人が持つブラジル人に対するネガィブな

イメージを変えていけるか，と問題提起してい

た。

　こうした回答や発言からは，在留国での居心

地の悪さを自分たちの手で変えようとする意欲

が見て取れる。このような意欲は，５月の集い

に参加したドイツ在住者の以下の発言からもう

かがい知ることができる。

　「ドイツは『冷蔵庫の灯り』（luz na 
geradeira）といった人がいる。明るくは

するけれど，温めない。私たちは『ブラジ

ルの太陽』（sol do Brasil）を持ち込まな

いといけない。」

　「ブラジルの太陽」は「明るさ」とともに，「冷

蔵庫の灯り」に不足している「あたたかさ」を

示すものであろう。これは在留国におけるブラ

ジル（人）のプレゼンスを提示するうえで重要

なアイテムと考えられているのではないだろう

か。ブラジル（人）らしさを「あたたかさ」で

表象するような感情面への働きかけは２つの集

いでも繰り返し強調された 5。それは子どもた

ちに継承させたいブラジルらしさでもあったよ

うだ。「愛情を込めて」（com carinho）あるい

は「思い（emoção）を伝える」という表現も

多用されていた 6。このように「愛情」や「思い」

が強調されるためか，PLHを身につけること

で得られる経済的な利益については２つの集い

で殆ど語られることはなく，次項でみる「PLH
教育を通して何を伝えたいのか」という質問項

目でも重視されていなかった 7。

５．２　PLH教育を通して子どもたちに何を伝

　　　 えたいのか

　この質問への回答は，①ブラジル文化・伝

統・習慣（21名），②ブラジル人としてのアイ

デンティティ形成（６名），③多様性（異文化性）

を身につけること（６名），④家族との絆（８

名），⑤言語力（３名）の５つに分類すること

ができる。

5 彼女らは，ブラジル人家族をPLH教育につなげるために必要なのは，文化イベントなどを含め，
エモーショナル（emocional　感情に働きかけるもの）なものであると考えているようだ。「エモー
ショナルなもの」は，PLH教育普及のためのプロモーションビデオを評価する際も，読み聞か
せの絵本の選定基準についても，教室で保護者や子供に投げかける言葉についても大切なものと
して扱われていた。PLH教育にあたっては，本文中の「ブラジルの太陽」に象徴される，ブラ
ジルを肌で感じられるような，感性に訴えかけるようなものが重要視されている。それはとりも
なおさず，彼女ら自身がその価値を知っており，それを誇りに思い，それこそが伝えたいと思っ
ているブラジルの姿であり，ブラジル国外に移住したことでより強化される思いなのであろう。

6 感情面でのつながりを意味する「思い」については，PLH教育以外の場面でも強調されるこ
とがある。例えばフランス在住のブラジル人女性移住者に関する研究においても，同じ境遇に
あるブラジル人女性たちとの連帯について，「ブラジル人女性たちとのこうした思いのこもっ
た接触が自分にとってはとても大切だった」と「思い」のつながりの重要性が報告されている
（Carpenado 2013, 106)。

7 2016年8月に米国で出版されたPLH教育の指南書にも，｢PLH教育の目的については子どもた
ちをバイリンガルにしたり，将来の職業に役立つからというだけでなく，家族や文化への所属感
を持たせることが大切です。継承言語文化を持てれば，近い，また遠い家族とより強くつながる
ことができます｣と具体的に指摘されている。（Boruchowski e Lico 2016, 33）
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　「①ブラジル文化・伝統・習慣」をあげた人

は21名で，回答者の３分の２に上る。音楽や

演劇など具体的な項目をあげた回答もあるが，

単に「文化」との記述にとどまっているものが

多い。

　「②ブラジル人としてのアイデンティティ形

成」については６名が言及している。そこには

前述の「文化」等を内面化することで形成され

るエスニック・アイデンティティもあれば，後

述のように在外ブラジル人として，あるいは国

際結婚家庭の子どもとして異文化間に生きるこ

とを肯定できるようなアイデンティティを形成

するための一助としてほしい，という回答も見

受けられた。

　「③多様性（異文化性）を身につけること」

については上記を含めて６名が指摘した。例え

ば，「ブラジルの言語文化を維持することを通

して，多文化社会において子どもたちにバイカ

ルチュラルなアイデンティティの形成を促した

い」との回答があった。

　「④家族との絆」については，８名が指摘し

た。ブラジル人である母方の親戚とのつながり

など具体的に誰との絆かを提示したのは３名

で，PLHを通して家族の価値を知ってもらい

たいとの意見もあった。

　「⑤言語力」に関しては３名が言及した。言

語アイデンティティを挙げた人が２名，言語は

全ての知識の基礎となるものだからという人が

１名であった。質問紙調査で特徴的なのは，ブ

ラジルに帰国したときのために，という回答が

皆無であった点である。５月の集いでは「ブラ

ジルの経済が上向いてきたら，継承語教育への

意識が変化した。帰国するかもしれないから，

子どもにポルトガル語教育をということだ」と

いう発言があったが， 10月の在欧ブラジル人を

対象とした質問紙では，帰国の可能性を指摘し

た回答は得られなかった。国際結婚家庭の割合

が高い可能性があるため，彼女らにとって，子

どものブラジル帰国は現実的ではないのかもし

れない。前項で指摘した，感情面への働きかけ

が重視されることにより，実益は二の次とされ

ている可能性もある 8。

５．３　PLH教育を進める上での困難

　質問紙の回答からは，①親の非協力と無理

解，②資金不足，③スペースの確保，④教授法

が主なものとしてあげられている。

　ここで注目したいのは，「①親の非協力と無

理解」が９名に上っている点である。その他に，

分散しているブラジル人を集めるのが難しい，

コミュニティを巻き込むのが難しいといった回

答もある。集いでは，場所代や材料費など必要

な資金や月謝などを親から集めるのが難しいと

いう声が複数聞かれた。文化イベントでの売上

利益をPLH教育に充当している教室もあった。

①は②にも関連している。さらに，「親の無理解」

は，親自身がPLH教育の重要性を理解してい

なかったり，ブラジル人の誇りを持てていな

かったりするほか，バイリンガル教育に対して

大きな誤解があることも併せて指摘された。「親

の無理解」は５月の集いでも以下のように憂慮

されていた。

　ブラジルの政治腐敗を嫌って移住するブラジ

ル人が多いマイアミでPLH教育に携わり 9，

PLH教育をテーマに修士号を取得した Iさんは

以下のように発言する。

　「PLH教育は家族の選択というが，まず

は両親への教育が必要。家族にPLH教育

を選択させブラジル人コミュニティへの所

属感を持たせるのがこちらの役目。」

　一方で，汚職がはびこるブラジルに愛想を尽

かして米国に移住した当事者でもあるPさん

8 ただし，注11で言及している要望書には子どもたちの帰国の可能性について言及されている。
9 経済停滞も重なりブラジル人富裕層のマイアミへの移住も報道されている（Scheller 2015）。



─ 54 ─

神奈川大学心理・教育研究論集　第 41 号（2017 年 3 月 10 日）

は，PLH教育を始めた経緯を下記のように説

明した。

　「米国に移住した後ブラジルに一度帰国

し た が， そ こ で『 ブ ラ ジ ル ら し さ 』

（brasilidade）を感じられなかった。これ

はブラジルではないと思った。そして米国

に戻った。ある日，子どもがブラジルの映

画を観て感動して泣いていた。それを見た

とき私の迷いが吹っ切れた。ブラジルには

汚職などネガティブな面があるが，それに

もまして豊かな文化がある。それでいいで

はないかと。」

　また，ドイツ在住で絵画をはじめとする芸術

を通したPLH教育を試みているCさんが，「海

外在住のブラジル人の子どもの教育はまさに母

親が要であることを再認識した」と発言すると，

ワシントン在住のDさんは，「根本は，母親自

らがどれだけブラジルにつながっているのかと

いうこと。自らを振り返ることが本当に大事だ

と思う」と応じた。会場からは，「（ドイツの）

Cさんの教室を必要としているのは子どもでは

なく母親ではないか」との声も寄せられた。10

月の集いにおいても，アイルランド在住のN
さんが「PLHは親への教育。『あなたはブラジ

ル人でしょ！』と説得しなければならない」と

発言している。「親の非協力と無理解」はまさ

にこの点を指している。

　さらに，家で主流言語以外の言語を話すと主

流言語の習得が進まない，という地域の学校の

主張をブラジル人家庭が受け入れている点も懸

念されていた。

　オランダ在住のJさんは「子どもたちは家で

ポルトガル語を話せない。地元の学校から，家

でポルトガル語を話さないでと言われている」

と発言し，オーストリア在住のJさんも「オー

ストリアでは統合は『同化』を意味する。オー

ストリア人は人種差別がひどい。ブラジル人は

ポルトガル語を捨て，ブラジル料理を捨て，文

化を捨てる」と発言した 10。５月の集いでアメ

リカの大学で教鞭をとるLさんは，「米国でも

学校の教員が継承語を家庭内で話さないよう求

める場合が多く，親はそれに安心して継承語教

育を放棄する」と紹介した。日本在住のCさん

も「日本の学校の教員からも，家で日本語を話

させてくださいという要請があった」とコメン

トした。

　家庭でも主流言語を話すよう促す在留国の学

校に対し，彼女らはPLH教育の「敷居の低さ」

で対抗している。継承語教育には様々な段階が

あり必ずしも高い達成目標を持つ必要はないこ

と，バイリンガルの定義も幅広くなり，両言語

を同等に使いこなすレベルにあるものだけが

「バイリンガル」なのではないといった主張で

ある。５月の集いの主催者であるFさんは，家

庭内でも主流言語を使用するよう要請する地元

の学校への対抗戦略を，次のように説明した。

　「バイリンガル教育が主要な言語習得を

妨げるという言説がいまだに教育界に広

がっていることに警鐘を鳴らしたい。バイ

リンガル教育が公立学校で普及しないのは

これが理由。今は両言語を同時に学ぶこと

はどちらかを妨げることにはならないとい

うのがアカデミックな共通認識であり，こ

の認識を広げなければならない。バイリン

ガル教育の実現にはコミュニティの力も必

要です。」

　参加者たちは，これらの主張に加えてドイツ

のAさんやスロベニアのMさんのように，ブ

ラジルの文化イベントを上手く取り入れて関心

を引きながら，PLH教育を早々に手放す親た

ちへの再教育を試みている。

　「②資金不足」「③スペースの確保」は親の非

10在留国での差別については，米国でも同じ報告がなされている（McDonnell 2009）
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協力が一因でもあるが，在外公館の援助の偏り

についても具体的に指摘された。教員養成コー

スを提供してくれる大使館がある一方で，「教

材ならば提供できる」，「経済支援はできないが，

イベントには参加する」といった大使館もある

など，各国のブラジル大使館の対応が統一して

いないために地域差が出ていることへの不満で

ある。「④教授法」については，PLH教育が普

及し始めて数年しか経過していないため，みな

が摸索している。とはいえ，彼女らはベテラン

の教育者から教授法や教育内容について様々吸

収しようとしており，この集いに参加している

研究者の多くは実践者でもあるため，自らの実

践を通して理論構築を進めている。

　次項では，PLH教育実践者がこの活動を通

して子どもたちに何を伝えたいのか，なぜ彼女

らはそのような活動を始めたのか，そして彼女

らを連帯へと突き動かすものは何か，といった

ことについて本項までの調査結果や対面交流の

様子などをもとに，「移住者である」こととの

関連を中心に考察する。

６．考察：PLH教育が教育実践者にもた
　　らす資産性について

　まずは前項の結果を考察して明らかになった

点を整理しておきたい。はじめに，PLHを通

して彼女らが子どもたちに伝えたいものは，彼

女たち自身が内面化している「ブラジル文化」

であり，「家族の絆」であり「ブラジル人であ

ることの誇り」，「移住者であるという異文化間

性やそのような環境で育つことの意義」，そし

て「実際に役立つ言語力」である。

　つぎに，彼女らをPLH教育へ突き動かして

いるのは，自分自身が持つブラジルへの愛着，

専門知識の活用やキャリア形成の望み，移住家

庭において継承語教育の責任を担う母親として

の役割認識，ブラジル人コミュニティにおける

ブラジル人アイデンティティ形成の推進者とし

ての役割認識，在留国におけるブラジルあるい

はブラジル人の地位向上という願いである。

　彼女らの連帯について改めて考察すると，そ

れは対面交流によって強化されていることがわ

かる。２つの集いでは自己紹介を含めそれぞれ

の教室における実践が紹介されたが，休憩時間

には連絡先を交換したり写真を撮り合ったりす

るなどプライベートな交流も深まっていた。同

じ困難に直面し（在留国での差別，国際結婚家

庭特有の悩み，教室運営上の課題（孤軍奮闘，

教育内容や資金や場所の確保など）），同じ目的

（ブラジル文化への愛着，在留国での多様性の

承認要求，家族の絆の維持など）を持っている。

先に行ったアンケート調査の回答を分析する際

に付記した会議での発言からもわかるように，

アンケートで個別に得られた回答は相当部分が

参加者に共通していて，対面交流はこうした思

いを誰もが抱いていたことを再認識する機会と

なっていたことがわかる。そのほか，一定の物

理的距離があり（在留国や同国内でも在留都市

が異なっている場合，競合相手になりにくい），

SNSを使いこなす世代で教室の開設時期が近

いことも，連帯する要因として指摘することが

できる。

　10月の集いの参加者については，「（次回の

会議が予定されている）２年後まで待てない」

と，SNSグループを介したネットワークが形

成された。グループ内のやりとりは，教材や教

育内容に関する相談，助成金情報，時候のあい

さつ，各国で相次いだテロや天災の安否確認な

どである。なかには，「もう１人ではない！」

といったメッセージもある。

　こうした連帯を通した励まし合い，具体的な

支援（情報の提供や教材調達），彼女らの活動

の有用性を裏付ける理論（PLH教育を始める

のに好都合である緩やかなバイリンガル教育理

論）の普及により，彼女らの連帯は維持，強化

されている。自分が属するブラジル人コミュニ

ティにおいて一定の情報収集力および発信力が

あり，在外公館との接点を持ち，在留国の教育

機関ともつながっている彼女らの活動と連帯
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は，一人ひとりの教育実践者をエンパワーメン

トし，各教室の教育の充実につながっている。

実は，このエンパワーメントは各教室の中だけ

にとどまらず教室間の交流にまで波及してお

り，日本を含めた８か国のPLH教室が協働し

て各国に住むブラジル人の子どもたちをアート

で結ぶプロジェクトを実施するなど，この連帯

によってPLH教育の新たな地平が開かれよう

としている 11。

　このトランスナショナルな連帯でエンパワー

メントされたPLH教育者としての彼女らは，

一方ではこれまでと同様「母親の役割」を手放

さず，むしろ「母親の役割」を地域のブラジル

人コミュニティに，そして国境を越えて在外ブ

ラジル人コミュニティに広げ，もう一方では物

申す主体者 12，力ある実践者となることで，家

庭内での性役割が強調されてきた従来のブラジ

ル人女性移住者像とは異なる像を創出・提示し

ている。継承語教育に携わりそこに価値を置く

ことは，子どものためだけでなく，在留国にお

いて少数者として生きる移住者としての自分自

身の存在にも価値を置くことにつながってい

る。つまり，自らの存在証明となっているので

ある。繰り返しになるが，PLH教育は教育実

践者に「マイノリティ移住者として生きる自ら

の存在証明」という少なからぬ資産性を付与し，

彼女らの実践はこれまでに明らかにされてこな

かったブラジル人女性移住者像の提示につなが

り，その連帯はトランスナショナルなPLH教

育という継承語教育の新たな地平を拓いたので

ある。

７．研究の課題と今後の展望

　本稿ではPLH教育の内容そのものには触れ

てこなかった。彼女らがPLH教育に関わる直

接の動機となっている，ブラジル人の子どもた

ちに望む教育効果についても今後検証する必要

があろう。今回のデータの基礎となった２つの

集いのいずれにおいても，子どもたち自身の

PLH学習の動機や効果については言及されな

かった。我が子の誕生をきっかけにPLH教室

を始めたという彼女らの教室はここ数年で開設

されものが多いことから，子どもたちへの教育

効果に踏み込んだ報告をするにはさらに時間が

必要であろう。しかし，当初の研究目的の一つ

である継承語の個人的資産性を把握するために

は不可欠な課題である。ある程度歴史を持つ教

室で学ぶ学習者自身を対象とした調査により，

その検証を試みることを次の自身の課題として

挙げておきたい。さらに，移民第二世代以降が

継承語を習得・維持することが在留国にとっ

て，あるいはルーツのある国にとってどのよう

な価値をもたらすのかといった問いについて

も，継承語の社会的資産性の全体像を描くため

の研究課題として位置づけておきたい。将来的

には，在日ブラジル人学校や日本にあるPLH
教室と，欧米諸国との比較研究も行う予定であ

る。PLH教育のカリキュラムや教授法，教員

養成，地域の学校との連携といった教育内容や

制度についても，稿を改めて検討を加えて行き

たい。

11Projeto Dona Terraと称されるこのプロジェクトは，8か国（ドイツ，オーストリア，ベルギー，
コスタリカ，スロベニア，スペイン，米国，日本）に住む約100名のブラジル人の子どもが，そ
れぞれどのような生活をしているのかを物語やアートを用いて表現するもので，世界がどれほど
多様であるかを実感させることを目指している（Brasil em Mente公式HPを参照のこと）。

12ELO EUROPEU（注3参照）は，2016年10月初頭に開催した教育者養成ワークショップにおいて，
ブラジル政府に向けた要望書をヨーロッパ各国で活動する25の団体の連名で提出した（詳細は
ELO EUROPEU　FBページを参照のこと）。要望書には，PLH教室への制度的・財政的支援，
教員養成コースへの助成，宣伝活動支援などが含まれている。
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